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2 Ep- 6　　 有色米色素の抗酸化i生

○森岡めぐ み、磯部由香、成田美代

(三重大)

【目的 】日本では現在主 として食されている白米のほかに、様々な有色米が栽培 され

ている。 黒米お よび赤米に関しては、これまでに食文化的および理化学的な角度 から

の報告 がなされている。今回は、三重県産｢ 赤混黒米｣ をとりあげ、赤混黒米中の色

素とそ の抗酸化性について黒米お よび赤米 と比較しながら検討を行った。

【方法】色素の抽出は、0.1% トリフルオロ酢酸含有メタノールにより行った。抽出液

を減圧濃縮後、水、酢酸エチル、ブタノールによる分画を行い、各画分を真空乾燥し、

これを粗色素とした。吸収スペクトル、薄層クロマトグラフィーおよび液体クロマト

グラフィー分析により色素の性質について若干検討した。抗酸化性の検討は、リノー

ル酸を基質に過酸化反応を行い、コタン鉄法により測定したヒドロペルオキシド量を

指標として行った。ＤＰＰＨ ラジカル消去能はESRspectrometer により分析を行った。

【結果】赤混黒米にはブタノール層お よび酢酸エチル層に分画される二種類の色素が

存在し、諸性質からそれぞれアントシアン系色素およびタンニン系色素であることが

明らかとなった。 リノール酸の酸化抑制試験では、赤混黒米と赤米が同程度 の抑制率

を示した。 ＤＰＰＨ ラジカル消去能は、赤混黒米が最も高く、次いで赤米、黒米の順で

あった。

2 Ep- 7 熱帯果実の抗酸化性

○加瀬友美子、磯部由香、成田美代

(三重大)

【目的】様々な食品が流通する現在の食生活において、色、香り、味の面で嗜好|生の高い

熱帯果実の需要は年々増加している。今回は熱帯果実のポリフェノールに着目し、近年注

目を浴びている機能性の中から抗酸化性について検討を行った。

【方法】試料としてキワノ、チェリモヤ、パパイヤ、フェイジョア、マンゴーの５種を用

いた。ポリフェノールは果肉のホモジネートに80 ％エタノールを加えて抽出した。抗酸化

性の検討は、リノール酸を基質に過酸化反応を行い、ロダン鉄法により測定したヒド

ロペ ルオキシド量を指標 として行った。 ＤＰＰＨ ラジカル消去能はESRspectrometer

により分析を行った。ポリプrニノールの定量はFolin-Ciocalteu 法、ジアソ法、バニリ

ン ー硫酸法により行った。

【結果】リノール酸の酸化抑制試験ではフェイジョア、チェリモヤが高い抑制率を示

した。 ＤＰＰＨ ラジカル消去能はチェ リモヤが最も高く、次いでフェイジョア、パパイ

ヤの順であった。抗酸化性の高かったチェリモヤ、フェイジョアのポリフェノール含

量はいずれも多かったが、今回実験に用いた５種の果実において、ポリフェ ノール含

量と抗酸化性お よびラジカル消去能との間に相関は見られなかった。
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